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西胆振行政事務組合　令和4年度　予算概要

　令和4年度予算が、3月に開催された西胆振行政事務組合議会定例会
で議決されました。歳入では、歳入グラフのとおり、歳入に占める割合
が最も大きいのが消防負担金で、構成4市町の規模（ 人口割、財政割）お
よび均等割により負担率が決められています。歳出では、歳出グラフの
とおり給与費が最も大きく、その他の歳出は、主に消防本部、消防署お
よび各支署の活動経費並びに火葬場運営費（衛生費）に充てられます。
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■ 歳　入 ■ 歳　出

【歳　入】 1,450,064
１．負担金 1,423,884

（内訳） 伊 達 市 747,737
洞爺湖町 327,034
豊 浦 町 188,887
壮 瞥 町 160,226

２．使用料及び手数料 2,185
３．道 支 出 金 12,672
４．財 産 収 入 1,123
５．繰　入　金 0
６．繰　越　金 3,000
７．諸　収　入 7,200
８．組　合　債 0

単位：千円

【歳　出】 1,450,064
１．議　会　費 1,126
２．監査委員費 420
３．消　防　費 359,997
４．衛　生　費 37,003
５．給　与　費 1,015,663
６．公　債　費 34,255
７．予　備　費 1,600

単位：千円

詳細／西胆振行政事務組合 消防本部 総務課 ☎︎ 21-5000 
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『災害弱者に対する支援の推進』

　『災害弱者』とは、災害が発生して身に危険が
迫った場合の情報収集や避難行動に対して、ハン
ディキャップを持つ人のことで、主に、災害に対す
る備えや災害時に避難行動などが困難な高齢者や
乳幼児、体の不自由な方や言葉が通じない外国人、
また、土地勘のない旅行者などが対象となります。
　近年、火災や地震、津波などの災害時に、災害弱
者の被害が増加しています。こういった被害を最
小限にくい止めるためには、家族や隣近所の人、自
治会などの協力体制が必要不可欠であり、避難を
一緒にするなどの配慮がとても重要となります。
　災害が発生したときにどのように行動したらよ
いかなど、家族みんなで話し合っておくことが大
切です。

　次の項目を実践し、ご自身の命だけではなく、災
害弱者の命も守りましょう。

1.災害に対する知識や心構えを身につけ
る。

2.近隣住民同士の協力体制を構築する。
3.災害時の避難場所や連絡先を確認して

おく。
4.避難しやすいよう家庭内外の整理整頓

を心がける。（家具の配置など）
5.災害袋を備えておく。
6.困っている人には、思いやりと真心を

持って接する。

豊浦消防団 （5月１日現在）

消防団本部 9名
第1分団（本町地区） 35名
第2分団（大岸地区） 14名
第3分団（礼文華地区） 20名
定員85名 計78名

災害弱者へ万全の配慮を!

豊浦町火災・救急発生件数
 4月 ●火災件数   2件（累計 　 2件）

●救急件数 15件（累計　64件）


